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令和元年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の 

諸課題に関する調査の結果について 

 
本調査は児童生徒の問題行動等について、全国の状況を調査・分析することにより、

教育現場における生徒指導上の取組のより一層の充実に資するとともに、本調査を通じ

て実態把握を行うことにより、児童生徒の問題行動等の未然防止、早期発見・早期対応

につなげていくものです。この度、本調査の全国・県の結果が公表されたことを受け、

本市の調査結果について報告します。 

 

１ 調査の概要 
 

（１） 調査内容 

・暴力行為の状況  ・いじめの状況等  ・長期欠席の状況等 

 

（２） 実施時期  ２０２０年４月 

 

（３） 調査対象  全市立小・中学校児童生徒 

 

  対象学校数 対象人数 

全国 
（国立・私立を含む） 

小学校 １９,８３２校 ６,３９５,８４２人 

中学校 １０,３７０校 ３,２４８,０９３人 

神奈川県 
小学校 ８５７校 ４４８,１８８人 

中学校 ４１３校 １９９,４８２人 

藤沢市 
小学校 ３５校 ２３,２３４人 

中学校 １９校 １０,５５８人 

 

（４） 調査・回収方法   

各学校で回答し、記入後、市教育委員会が回収し神奈川県教育委員会に提出する。 

その後、各都道府県教育委員会等から提出された調査票に基づいて、文部科学省が集計

する。 

教育委員会１１月定例会 

その他（２） 
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２ 藤沢市の状況 

◇ 暴力行為の状況（Ｈ２９～Ｒ１） 
【暴力の定義】 

「暴力行為」とは、「自校の児童生徒が、故意に有形力（目に見える物理的な力） 

を加える行為」をいう。 

 

小学校 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

校数 件数 校数 件数 校数 件数 

対教師暴力 ６  １６  ９  ４１  １１ １０１ 

児童間暴力 １９  １６２  １３  １１５  ２１ ３１９ 

対人暴力 ０  ０  ２  ４  ０ ０ 

器物損壊 ０  ０  ６  ６  １０ ２８ 

合計件数 １７８件 １６６件 ４４８件 

 

中学校 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

校数 件数 校数 件数 校数 件数 

対教師暴力 ５  ８ ２  ７  ２ ６２ 

生徒間暴力 １６  ７４  １５  ９７  １５ ９２ 

対人暴力 ５ ６  １  １  ０ ０ 

器物損壊 ７  ２３  ８  ２０  ８ １８ 

合計件数 １１１件 １２５件 １７２件 

 

小・中計
 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

２８９件 ２９１件 ６２０件 

 

※暴力行為の増加は、各学校で暴力行為の発見の意識が高まったことにより、早期発見

早期対応の取組が推進された結果と推察される。また、特定の児童生徒が繰り返して

いることが件数の増加の要因となっている。 
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◇ いじめの状況（Ｈ２９～Ｒ１） 

【いじめの定義】
 

本調査において、個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的に

行うことなく、いじめられた児童生徒の立場に立って行うものとする。「いじめ」とは、 

「当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的、物理的な攻撃を受けたことに

より、精神的な苦痛を感じているもの。」とする。 

 

≪小学校≫ 

 認知件数 解 消 取組中 転学等 

平成２９年度 ５２０  ４６２  ５８  ０  

平成３０年度 ６６８  ５７１  ９６  １  

令和元年度 ６７７ ６２８ ４８ １ 

 

≪中学校≫ 

 認知件数 解 消 取組中 転学等 

平成２９年度 １７６  １６５  １１  ０  

平成３０年度 １４３  １２３  ２０  ０  

令和元年度 １３１ １１７ １４ ０ 

 

≪合 計≫ 

 認知件数 解 消 取組中 転学等 

平成２９年度 ６９６  ６２７  ６９  ０  

平成３０年度 ８１１  ６９４  １１６  １  

令和元年度 ８０８  ７４５  ６２  １  

 

     ○学校で把握したいじめの態様別件数（複数回答） 

 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

冷やかし・からかい 

悪口・脅し文句 

小 ３３１件 ４００件 ３８８件 

中 １０９件 ７８件 ８４件 

仲間はずれ 

集団による無視 

小 ５１件 ６９件 １０６件 

中 ２１件 ２４件 ２６件 

軽い暴力 

 

小 ７６件 １１６件 １２３件 

中 １３件 １９件 １８件 

ひどい暴力
 

 

小 ２３件 ３０件 ３２件 

中 ０件 ０件 ４件 

金品をたかる
 

 

小 ５件 ５件 ７件 

中 ２件 １件 ０件 

金品を隠す・盗む 

壊す・捨てる 

小 ３２件 ２６件 ５８件 

中 ６件 １件 １件 

いやなことをされる 

いやなことをさせられる 

小 ３７件 ３１件 ２２件 

中 １１件 １３件 ６件 

パソコンや携帯電話 

による誹謗中傷 

小 ２件 ９件 １３件 

中 １７件 １９件 ２６件 
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◇ 不登校の状況（Ｈ２９～Ｒ１） 
【不登校の定義】 

不登校とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児 

童生徒が登校しない、あるいはしたくとも出来ない状況にあることをいう。年間３０日以 

上の欠席（ただし、怠学は含み、病気や経済的な理由によるものは除く） 
 

  ≪小学校≫ 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計 

平成２９年度 １３ １５ ２９ ２４ ４５ ４２ １６８ 

平成３０年度 ９ １９ ２０ ４３ ３５ ６０ １８６ 

令和元年度 １８ ２０ ２１ ３４   ５５ ５３ ２０１ 

 

≪中学校≫ 

 １年 ２年 ３年 合 計 

平成２９年度 １００ １４８ １５８ ４０６ 

平成３０年度 １１３ １５５ １６４ ４３２ 

令和元年度 １２９ １８１ １８５ ４９５ 

 

≪合 計≫ 

 小学校 中学校 合計 

平成２９年度 １６８ ４０６ ５７４ 

平成３０年度 １８６ ４３２ ６１８ 

令和元年度 ２０１ ４９５ ６９６ 

 

≪不登校の要因≫（Ｒ１） 

※令和元年度は、「主たるもの」（１人１つ必ず選択）と「主たるもの以外にも当てはまるもの」（１人

２つまで選択可）という回答様式の変更があったため、令和元年度の状況のみとなっております。 

 小学校 中学校 

 主たるもの 
主たるもの以外に

も当てはまるもの 
主たるもの 

主たるもの以外に

も当てはまるもの 

いじめ ０人 １人 ０人 ４人 

いじめを除く友人関係の問題 ２２人 １１人 ７５人 ２５人 

教職員との関係 １０人 ４人 ５人 ２人 

学業の不振 ６人 １６人 ４１人 ３３人 

進路に係る不安 ２人 ０人 ３人 ９人 

クラブ活動・部活動への不適応 ０人 ０人 ５人 ７人 

学校の決まり等をめぐる問題 ０人 ５人 ０人 ０人 

入学・転入・進級時の不適応 ３人 ３人 ６人 ５人 

家庭の生活環境の急激な変化 ８人 ４人 １４人 ５人 

親子の関わり方 ３２人 ４０人 ３２人 １８人 

家庭内の不和 ４人 ３人 １２人 １５人 

生活リズムの乱れ、あそび、非行 ２６人 １７人 ３８人 １４人 

無気力、不安 ６４人 ２０人 ２２８人 ３５人 

上記に該当なし ２４人 ２人 ３６人 ０人 
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３ 全国・神奈川県の状況（Ｒ１） 
◇ 暴力行為の状況（対教師・生徒間・対人・器物損壊の総数） 

 藤 沢 市 神 奈 川 県 全  国 

小学校 448（前年比 282↑） 6,944（前年比 774↑） 43,614（前年比 7,078↑） 

中学校 172（前年比  47↑） 3,143（前年比 134↓） 28,518（前年比   802↓） 

 

児童生徒１，０００人あたりの発生件数（藤沢市との比較） 

 藤 沢 市 神 奈 川 県 全  国 

小学校 １９．３件 １５．５件 ６．８件 

中学校 １６．３件 １５．８件 ８．８件 

 

◇ いじめの状況（認知件数） 

 藤 沢 市 神 奈 川 県 全  国 

小学校 677（前年比  9↑） 22,782（前年比 2,627↑） 484,545（前年比 58,701↑） 

中学校 131（前年比 12↓）  5,114（前年比   453↑） 106,524（前年比  8,820↑） 

 

児童生徒１，０００人あたりの認知件数（藤沢市との比較） 

 藤 沢 市 神 奈 川 県 全  国 

小学校 ２９．１件 ５０．８件 ７５．８件 

中学校 １２．４件 ２５．６件 ３２．８件 

 

◇ 不登校の状況 

 藤 沢 市 神 奈 川 県 全  国  

小学校 201（前年比 15↑） 4,578（前年比 839↑） 53,350（前年比 8,509↑） 

中学校 495（前年比 63↑） 9,570（前年比 715↑） 127,922（前年比 8,235↑） 

 

児童生徒１，０００人あたりの発生人数（藤沢市との比較） 

 藤 沢 市 神 奈 川 県 全  国 

小学校 ８．６人 １０．２人 ８．３人 

中学校 ４６．９人 ４８．０人 ３９．４人 

 


